
橋梁補修工事

１．概 要
現在、当管内では 160 橋の橋梁を管理しており、これまでは橋梁が傷んでから、その都

度補修を行う「対処療法型」の維持管理を行ってきました。しかし、沿岸部の橋梁では、

海からの飛来塩分によって塩害による損傷が著しいこと、さらに約半数の橋梁が高度経済

成長期に建設されたものであり、今後 20 年後には高齢化（建設後 50 年以上経過）する橋

梁が激増することから、大規模な補修が集中し、多大な補修費用が必要となり、適切な維

持管理ができなくなる恐れがあります。

そこで県では、「新潟県橋梁維持管理計画」に基づき、橋梁が老朽化する前に予防的かつ

計画的に補修を行って橋梁の長寿命化とコスト縮減を図る、いわゆる「予防保全型」の維

持管理に取り組むこととしました。

安全・安心な道路ネットワークを確保するため、今後は、「新潟県橋梁維持管理計画」に

基づき橋梁の補修・補強を実施していく予定です。

２．糸魚川管内の年代別橋梁数と橋梁種別橋梁数

３．老朽化した橋の補修・補強状況例
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鋼橋・PC混合
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1940年代(1940(S15)～49(S24)）
1950年代(1950(S25)～59(S34)）
1960年代(1960(S35)～69(S44)）
1970年代(1970(S45)～79(S54)）
1980年代(1980(S55)～89(H 1)）
1990年代(1990(H 2)～99(H11)）
2000年代(2000(H12)～09(H21)）
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橋長100m以上

橋長50m以上100m未満

橋長15m以上50m未満

橋長15m未満

※参考 ＲＣ橋：鉄筋コンクリートでできた橋、ＰＣ橋：PC 鋼材を使用して強度を高めたＲＣ橋

建設が集中

■ 一般国道 148 号 山本橋

■ 一般県道姫川港青海線 姫川橋

上部工（鋼部材）と下部工（鉄筋コンクリート）の劣化が著しいため、

表面塗装を実施

上部工（鋼部材）の腐食が著しいため、鋼部材の補強を実施
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